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2 0 2 0 年 ３ 月 ９ 日 

在 チリ日 本大 使 館 経済 班 

チリ経 済 情 勢 報 告 （2020年 ２月 ） 

 

１． 経 済 指 標  
（１） 経 済 活 動 指 数 （ IM ACEC ） － 前 年

同 月 比 1.5％増 －  
１ 月 の IMACEC は 前 年 同 月 比 1.5 ％ ，

（季 節 調 整 済 前 月 比 は1.3％）となった。営

業 日 数 は 昨 年 と 同 じ で あ っ た 。 鉱 業 は 前

年 同 月 比 2.2 ％ ， 鉱 業 以 外 の 業 種 は 同

1.5 ％ だ っ た 。 季 節 調 整 済 前 月 比 で は 鉱

業 は2.4％，非 鉱 業 部 門 は1.8％となった。 

 

 

（２） 消 費 －下 げ止 まりつつある－  
①  １月 の商 業 活 動 指 数 （実 質 ，INE公 表 ）は，

前 年 同 月 比 1.6％，同 指 数 の小 売 業 （除 く車 ）

は同 1.8％となった。 

②  １月 のｽｰﾊ ﾟｰﾏｰｹｯﾄ販 売 額 （実 質 ，INE公

表 ）は，前 年 同 月 比 ▲1.2％となった。 

③  商 業 販 売 額 （チリ 商 工 会 議 所 公 表 ，サン

ティアゴ首 都 圏 ，暫 定 値 ）は，12月 は前 年 同

月 比 ▲4.4％となった。 

④  １ 月 の 消 費 者 経 済 認 識 指 数 （ IPEC ，

GfkAd imark 公 表 ）は 30 .4 ( 前 月 差 1.0 )， 個 人 の 景 気 認 識 （ 現 状 ）は33 .7 （同 4.0 ） と， 引 き

続 き50（中 立 点 ）を下 回 っている。 

⑤  １月 の新 車 販 売 台 数 は32,104台 （前 年 同 月 比 ▲12 .1％）となった。 

＜概 要 ＞ 景 気 は，弱 含 んでいる。  
● 消 費 は下 げ止 まりつつある。  
● 観 光 は下 げ止 まりつつある。  
● 生 産 は，工 業 ，鉱 業 ともに増 加 。企 業 マインドは持 ち直 しの動 きが見 られる。  
● 失 業 率 は高 い水 準 にあり，このところ悪 化 している。  
● 物 価 は大 きく上 昇 している。  
● 貿 易 は黒 字 が続 いている。  
● 銅 価 格 おおむね横 ばい，為 替 はペソ安 に進 展 ，株 価 は急 速 に下 落 している。  
先 行 きにつ いては，国 内 情 勢 不 安 の影 響 ， 世 界 経 済 動 向 に よる銅 価 格 下 落 ，為 替

変 動 がチリ国 内 経 済 に与 える影 響 ，コロナウイルスまん延 による世 界 経 済 の混 乱 に引 き

続 き留 意 する必 要 がある。 
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（３） 観 光 －下 げ止 まりつつある－  
 １ 月 の観 光 宿 泊 調 査 （ＩＮＥ 公 表 ）は，のべ

宿 泊 日 数 が 2,536 ,409 日 ，前 年 同 月 比 ▲

5.9％となった。 

地 域 別 では， シェアの 大 きい 首 都 圏 州 は

同 ▲10 . 8％（寄 与 度 ▲2.9％），バルパライ ソ

州 は同 ▲12 .9％（寄 与 度 ▲1.7％）となった。

そ の 他 の 地 域 合 計 で は ， 同 ▲ 2.2 ％ と な っ

た。 

 

（４） 鉱 工 業 生 産 ，電 力 －工 業 ，鉱 業 ともに増 加 －  
１月 の工 業 生 産 指 数 は，前 年 同 月 比 3.4％

と な っ た 。 セ ク タ ー 別 で は 化 学 が 前 年 同 月 比

寄 与 度 2.93 ％ と 増 加 に 寄 与 し た 一 方 ， 食 料

品 が同 ▲0.64％と減 少 に寄 与 した。  

１月 の鉱 業 生 産 指 数 は前 年 同 月 比 1.0％，

銅 生 産 量 は同 1.4％となった。 

１ 月 の 電 力 指 数 は 前 年 同 月 比 2.8％ と な

った。 

 

（５） 企 業 の業 況 判 断 －持 ち直 しの動 き－  
２ 月 の IMCE （ 企 業 業 況 判 断 指 数 ） は 43 .91

ポ イ ント で， 前 月 差 3.24ポ イ ン ト と なっ た も のの，

中 立 点 を引 き続 き下 回 っている。内 訳 を見 ると，

商 業 が 41 .97 （ 同 0 .61 ポ イ ン ト ） ， 鉱 業 が 61.64

（同 0.00ポイント），製 造 業 は45 .26（同 5.53ポイ

ン ト ） ， 建 設 業 が 25 .69 （ 同 5 .51 ポ イ ン ト ） と な っ

た。 

 

 

（６） 不 動 産 －減 少 している－  
１ 月 の 建 築 許 可 面 積 （ INE 公 表 ） は 前 年 同

月 比 9.2％ （3か 月 移 動 平 均 ） と４ か 月 ぶり に 増

加 し た 。 内 訳 を 見 る と ， 住 居 が 同 17 .1 ％ ， 非 住

居 は同 ▲6.6％となった。 
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（７） 雇 用 －失 業 率 は高 い水 準 にあり，

このところ悪 化 している－  
11 ～ １ 月 期 の 失 業 率 は 7.4 ％ （ 前 年 同

期 差 0.30％）と，高 い 水 準 にある。前 年 同

期 で 見 る と ， 労 働 力 人 口 は 237 , 017 人 増

加 （ 前 年 同 期 比 2.5 ％ ） ， 就 業 者 数 は

190 , 230 人 増 加 （ 同 2.1 ％ ） し ， 失 業 者 数

は46,787人 増 加 （同 6.8％）している。就 業

者 数 を職 業 別 にみると，科 学 技 術 が寄 与 度

0.69％と増 加 に寄 与 する一 方 ，情 報 通 信

が同 ▲0.38％と減 少 に寄 与 している。 

１月 の賃 金 （速 報 値 ）は，名 目 は前 年 同 月 比 4.7％，実 質 は同 1.2％となった。 

 

（８） 物 価 －大 きく上 昇 している－  
２月 の消 費 者 物 価 指 数 （総 合 ）は，前 月

比 は 0.5 ％ ， 前 年 同 月 比 は 3.9 ％ と な っ た 。

品 目 別 に 前 年 同 月 比 の 動 き を み る と 燃 料

（10 . 0％），レクリエーション・文 化 （6 .1％）が

上 昇 して い る 一 方 ， 通 信 （▲ 2.9％） が 下 落

している。なお，消 費 者 物 価 指 数 （コア）は，

前 月 比 0.4％，前 年 同 月 比 2.7％であった。 

１月 の生 産 者 物 価 （全 産 業 ）は，前 月 比

は ▲ 0.7 ％ ， 前 年 同 月 比 は 7.3 ％ と な っ た 。

電 気 ガス水 道 （前 年 同 月 比 15 .4％），鉱 業

（同 11 .2％）が上 昇 した。  

 

（９） 貿 易 －黒 字 が続 いている－  
①  ２ 月 の 輸 出 額 （ FOB ） は 51 .3 億 ド ル （ 前 年

同 月 比 ▲ 3.3 ％ ） と な っ た 。 内 訳 を 見 る と ， 鉱

業 品 27 .2億 ドル（同 ▲1.8％）（全 体 の53％），

農 林 水 産 品 5.8 億 ド ル （ 同 ▲ 8.7 ％ ） （ 全 体 の

11 ％ ） ， 製 造 業 品 18.3 億 ド ル （ 同 ▲ 12 .2 ％ ）

（ 全 体 の 36 ％ ） と な っ た 。 鉱 業 品 の う ち 銅 は

24 .8 億 ド ル （ 同 ▲ 2.3 ％ ） （ 鉱 業 品 輸 出 額 全

体 の91％）となった。 

②  ２ 月 の 輸 入 額 （ FOB ） は 43 . 1 億 ド ル （ 前 年

同 月 比 ▲ 18 .1 ％ ） と な っ た 。 内 訳 （ CIF ） は ， 消

費 財 13.0 億 ドル （ 同 ▲23.5％ ）， 中 間 財 23.9 億 ド ル（ 同 ▲ 17 .1 ％） ， 資 本 財 9.5 億 ド ル（ 同

▲8.7％）となった。 
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③  ２月 の貿 易 収 支 （FOB）8 .2億 ドルの黒 字 となった。 

 

（１０） 対 日 ・中 ・韓 貿 易  
①  対 日 貿 易 （FOB）１月 の貿 易 額 は，輸 出 額 6.3億 ドル（前 年 同 月 比 ▲13 .9％），輸 入 額

1.5億 ドル（同 ▲22.1％），貿 易 総 額 では7.7億 ドル（同 ▲15.6％）となった。 

②  対 中 貿 易 （FOB）：１月 の貿 易 額 は，輸 出 額 27 .7億 ドル（前 年 同 月 比 17 .2％），輸 入 額

13 .9億 ドル（同 ▲5.1％），貿 易 総 額 では41 .6億 ドル（同 8.7％）となった。 

③  対 韓 貿 易 （FOB）12月 の貿 易 額 は，輸 出 額 4.4億 ドル（前 年 同 月 比 6.4％），輸 入 額 1.1

億 ドル（同 ▲26.6％），貿 易 総 額 では5.4億 ドル（同 ▲2.3％）となった。 

 

２．市 場 の動 き 

（１） 国 際 銅 価 格 －おおむね横 ばい－  
２ 月 の 国 際 銅 価 格 は 1ポ ンド 2.53785ド ル（ ３

日 ） で 始 ま っ た 。 一 時 2.6 ド ル 台 ま で 戻 す も ， 月

を 通 じ て 軟 調 に 推 移 。 月 末 に は 2.52787 ド ル

（28日 ）と前 月 末 比 0.1％で終 了 した。 

２ 月 の 銅 在 庫 は ， 363 , 285 ト ン （ ３ 日 ） で 始 ま

り，月 末 には555 , 192（28日 ）と前 月 末 より増 加

した。 

 

 

（２） 為 替 －ペソ安 に進 展 している－  
２月 の為 替 は，1ドル799 .11ペソ（３日 ）で始 ま

っ た 。 引 き 続 き コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ り ド ル

買 いへの流 れが続 く。 

月 末 は 816 .26 ペ ソ （ 28 日 ） と 前 月 末 差 18 .30

ペソで終 了 した。 

 

 

 

（３） 株 価 －急 速 に下 落 している－  
２ 月 のIPSA値 （サンテ ィアゴ主 要 株 式 指 数 ）

は4579 . 45ポイ ント （３ 日 ）で始 まった。２ 月 最 終

週 に 世 界 同 時 株 安 か ら 株 が 連 日 急 落 。 月 末

に は 4122 . 63 ポ イ ン ト （ 28 日 ） と ， 前 月 末 比 ▲

9.8％で終 了 した。 
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3．経 済 トピックス 

（１） 2019 年 第 ４四 半 期 財 政 報 告 書 の公 表 ：報 道  

７日 ，財 務 省 予 算 局 は最 新 の財 政 報 告 書 を公 表 し，2019 年 財 政 赤 字 は対 GDP 比 ▲

4.5％，構 造 的 財 政 赤 字 は 同 ▲3.2％とな った 。歳 入 に つ い て，第 ４ 四 半 期 に お け る 企 業

活 動 の 制 約 や 為 替 レ ー ト の 影 響 か ら ， 銅 に か か る 収 入 が 約 30 ％ 減 少 と な り ， 合 計 で

44 ,102 , 052 百 万 ペソとなる。 

2020 年 の 支 出 に つ い て ， こ れ ま で ， 2019 年 比 で 9.8 ％ 増 加 す る と み ら れ て い た が ，

53 ,527 , 874 百 万 ペソで 8.5％の増 加 見 込 みとなった。財 政 見 通 しについて，2021 年 に構

造 的 財 政 赤 字 対 GDP 比 を▲2.5％に達 成 し，以 後 2024 年 まで毎 年 0.5％ずつ改 善 して

いくとし，これにより 2021 年 から 2024 年 にかけ，70 億 米 ドルの財 政 的 余 裕 が出 来 るとし

ている。このシナリオでは，成 長 率 が 2021 年 2.6％，2022 年 2.9％，2023 年 及 び 24 年

3.2％，銅 価 格 が 2.9 ドル／ポンドとなっている。また，この間 税 収 は年 平 均 4.3％改 善 する

とみられる。一 方 で，マクロ経 済 悪 化 シナリオもあり，この場 合 は 2024 年 までに 3,387 , 960

百 万 ペソの収 入 源 となる。 

 マティアス・アセベド予 算 局 長 は別 の財 政 問 題 を指 摘 しており，対 GDP 比 で 27 .9％の負

債 を抱 えており，毎 年 利 払 いで 25 億 米 ドルを支 払 っているが，これは（今 般 の）税 制 改 革

の効 果 に相 当 する。１％ごとに１億 から 1.2 億 米 ドル収 入 が減 少 する，と説 明 した。また，

自 治 財 政 評 議 会 （CFA）は財 務 省 に対 し，公 表 内 容 （注 ：予 測 が楽 観 的 過 ぎること）に懸

念 を抱 いており，財 務 省 が中 長 期 の財 政 規 律 を持 ち，政 令 で財 政 政 策 の基 盤 形 成 をす

べき，との内 容 の声 明 を発 表 した。 

 

（２） 水 資 源 関 連 ：報 道  
「水 に関 する国 家 委 員 会 （La  Mesa  Nac iona l  de l  Agua）」は先 週 ，旱 魃 対 策 等 に焦 点

を当 てた 最 初 の報 告 書 を ピニェラ大 統 領 に 提 出 した（往 電 第 ２ ０ ９号 ）。この会 議 は住 民

に対 する水 供 給 の確 保 ，質 の向 上 ，その法 的 側 面 に関 する近 代 化 を目 指 すものである。 

（報 告 書 の中 で言 及 された法 的 側 面 の改 革 に関 して）一 つは水 資 源 利 用 の調 整 につ

いてである。特 に地 下 水 利 用 は，その資 源 が限 られていることからその調 整 がより重 要 と

なっており，その調 整 を担 当 する組 織 が必 要 となるであろう。地 上 水 の管 理 については水

源 管 理 の面 でその管 理 組 織 が大 きな役 割 を果 たしてきているが，地 下 水 の管 理 について

は現 状 そのような管 理 がなされておらず，そういった管 理 を 行 う組 織 も存 在 しない。したが

って新 しい 組 織 が必 要 であり ，具 体 的 に はSubsec re ta r i a  de  Agua （次 官 官 房 ）もし くは

Agenc ia  Nac iona l  de l  Agua（庁 ）の設 立 が考 えられている。 

（これら新 組 織 設 立 に 関 する「モ」大 臣 意 見 について）委 員 会 の長 として現 時 点 ではど

ちらも興 味 深 い 提 案 である以 上 の回 答 はできないものの，仮 に 次 官 官 房 が設 立 されると

なった場 合 は，まず第 一 に国 家 が供 給 する権 利 の保 障 ，第 二 にその確 実 （な執 行 ）という

任 務 を負 うこととなるであろう。 

（現 在 議 会 で審 議 中 の水 関 連 法 案 において，現 在 無 期 限 となっている水 利 用 の権 利

に３０年 の有 効 期 限 が導 入 されていることに関 して）私 （「モ」大 臣 ）としては水 利 用 の権 利

が無 期 限 であ るこ と に 賛 成 の 立 場 であ る が，そ れはそ の期 間 が無 制 限 に 認 めら れ るこ と

は意 味 しない。つまり ，投 機 のた めに水 資 源 の権 利 を 保 持 し，実 際 に利 用 がない 場 合 は

その権 利 を喪 失 させるべきである。他 方 ，権 利 に 期 限 を 付 すことについては，水 が利 用 さ

れることを確 保 する上 で必 要 だが，法 的 安 定 性 の点 が踏 まえられるべきである。委 員 会 で

行 われている議 論 ではそういった点 に関 して道 筋 を付 けることを目 指 しており，私 （「モ」大
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臣 ）の個 人 的 意 見 としては水 に関 するあらゆる法 律 ・規 則 は最 低 限 の共 通 条 件 を持 って

お くべき と 考 える。 具 体 的 に は人 の 使 用 に プライ オ リ テ ィを 置 く こ と，そ して 法 律 が 特 に 水

の質 について規 定 を行 うこと，そしてチリが気 候 変 動 に対 処 していくためのインセンティブを

生 み出 すような法 制 度 とすることである。 

（水 の所 有 権 に関 して）水 は国 家 のものであり，それは公 的 に使 われるものであることは

現 行 民 法 及 び水 道 法 （Cod igo  de  Agua）が規 定 しているとおりである（ママ）。委 員 会 で議

論 が行 われているのは水 に関 する法 制 度 をどのように改 革 していくかであり，水 資 源 に関

わる全 ての人 間 の権 利 ・主 張 が共 存 できるような原 則 を作 り上 げることが肝 要 である。 

 

（３） 丸 紅 の水 事 業 ：報 道  
５ 日 ，ア グ ア ス・ヌ エバス・グ ループ（チ リ 水 事 業 ）は， 同 グ ループ 株 式 を ５ ０ ％保 有 す る

産 業 革 新 投 資 機 構 (INCJ)が ， 日 本 の MG Leas ing 社 （ 当 館 注 ： みずほと 丸 紅 の 合 弁 会

社 ）と当 該 株 式 の売 買 契 約 を締 結 し，チリ金 融 市 場 委 員 会 に通 知 を行 った。 

したがって，MG Leas ing社 は，既 にアグアス・ヌエバス社 の株 を５０％保 有 する丸 紅 と共

同 で，アグアス・ヌエバス・グループ及 び傘 下 のAguas  de l  A l t i p l ano ,  Aguas  Araucan i a ,  

Aguas  Maga l l anes ,Aguas  Chana rを運 営 することとなる。 

この株 式 売 買 契 約 は，今 後 ４ヶ 月 かけて行 われることになる。なお，２０１６ 年 ， INCJは

アグアス・ヌエバス・グループ株 の５０％を売 却 することを決 定 したが，２０１７年 初 めに衛 生

分 野 に係 る法 案 の騒 動 によりそれを断 念 した経 緯 がある。 

 

（４） 当 国 からのサーモン輸 出 急 減 ：報 道  
チリ 中 央 銀 行 の 統 計 に よると，１ 月 のサーモ ン輸 出 額 は４ ７ ６ 百 万 ドルであ り ，前 年 同

月 の５８４百 万 ドルと比 較 して，１８．５％の減 少 となった。 

クレメント・チリサーモン協 会 長 は，この原 因 は，アジア市 場 ，特 に中 国 と日 本 からの需

要 が減 少 したことによる，しかし，例 年 この時 期 は正 月 休 み等 で需 要 が弱 い，また，２ ０１

９年 は歴 史 的 に需 要 が高 かったことに注 意 する必 要 がある，と指 摘 した。 

一 方 で， 「ク」 会 長 は ，輸 出 の うち 約 ５ ％を 占 め る 中 国 向 け の 輸 出 に つ い て， 主 に ス ー

パーマ ーケ ッ ト 向 け の 輸 出 が 数 週 間 内 に 再 開 され る 予 定 であ るが， 極 めて 少 量 で あ る と

述 べた。 

２０ １９ 年 のサーモ ン類 の輸 出 量 は合 計 ６ ４８ 千 ト ンであ った 。これは２０ １８ 年 に 比 較 し

て，２．７％増 であったが，単 価 の減 少 によって，輸 出 額 は０．５％減 の５，１４２百 万 ドルと

なった。 

 

（５） 低 調 な新 車 販 売 ：報 道  
 2020年 １ 月 の新 車 販 売 台 数 は32,104台 となり ，前 年 同 月 比 ▲12.1％減 となった 。この

値 は 2015 年 （ ▲ 30 . 2 ％ 減 ） 以 来 の 悪 化 幅 と な る 。 車 両 別 に み て も ， 全 セ ク タ ー で 減 少 し

た。 

 不 振 の要 因 として， 消 費 者 の経 済 に 対 す る不 信 感 が挙 げられ，買 い 控 えにつ ながって

いるとみられる。事 実 ，IPEC（消 費 者 経 済 認 識 指 数 ，Gfk Ad imark社 公 表 ）に よると，人

口 の７％のみしか現 在 を 車 の買 い 時 と考 えていない との調 査 結 果 もあ る。これは，サブプ

ライムローン問 題 が発 生 した際 の11％よりも低 い値 である。また，為 替 安 による小 売 価 格

への影 響 も見 られ，2019年 １月 と比 較 してペソは16％ペソ安 となっている。 

 大 型 車 の新 車 販 売 も不 調 で，特 にバスは153台 しか売 れず，前 年 同 月 比 ▲73 .1％減 と

なった。これは，2019年 １月 に市 内 公 共 交 通 機 関 （トランサンティアゴ）による大 規 模 購 入

があったことも一 因 。ただし，過 去 ５年 の１月 平 均 と比 較 しても，▲39％減 である。 
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（６） 中 国 依 存 のチリの輸 出 ：報 道  
 2019年 のチリから中 国 への輸 出 は，米 中 貿 易 戦 争 等 の要 因 により，前 年 比 ▲11％減

となったものの，そ れでもシ ェアは１ 位 と重 要 な位 置 を 維 持 してい る。外 務 省 国 際 経 済 関

係 次 官 官 房 （SUBRE I ）によると，2019年 の中 国 への輸 出 は全 体 の輸 出 の32％，輸 入 は

24％となった。輸 出 のセクター別 国 別 シェアを見 ると，鉱 業 品 の47％，農 林 水 産 品 の31％

が中 国 向 けとなっており，特 に農 林 水 産 品 は20.54億 米 ドル（前 年 比 37％増 ）となった。 

 「ジャ」次 官 は，官 民 会 議 （往 電 第 ２２７号 参 照 ）において，チリの輸 出 多 様 化 の必 要 性

を強 調 した。（中 国 のような）重 要 なビジネスパートナーの不 確 実 性 が高 まった場 合 に，他

国 へ（中 国 向 けだった財 を）輸 出 するため，さらに他 の自 由 貿 易 市 場 を持 つことが重 要 で

ある，と述 べた。この観 点 から「ジャ」次 官 は，インドやASEAN，アラブ諸 国 ，北 アフリカの４

地 域 を重 要 視 しており，中 国 にもさらに輸 出 を行 いたい，としている。 

 

（７） コロナウイルスによる影 響 ：報 道  
（ コ ロ ナ ウ イ ル ス が 経 済 に も た ら す 影 響 に 関 し て ） 智 中 商 工 会 議 所 の フ ア ン ・ エ ス テ バ

ン・ムサレム 会 頭 は，中 国 市 場 がその規 模 からじきにこれら困 難 を乗 り越 えるとの期 待 を

示 しつつも，チリのアパレル業 界 で売 られるものの８０％が中 国 からの輸 入 品 であり，その

生 産 には最 低 でも６ヶ月 前 の注 文 が必 要 となるにも関 わらず，現 状 コロナウイルスの影 響

で中 国 に お け るそ れらの工 場 が閉 鎖 されて い る状 況 に あり ，特 に アパレル業 界 では 本 来

であれば４月 にチリでの販 売 を開 始 する冬 物 の生 産 に影 響 が及 ぶ可 能 性 があるとされて

いる。 

チリのアパレル企 業 はそのほとんどが中 国 にオフィスを構 えており，最 大 手 ファラベラは

中 国 に１２０人 以 上 の従 業 員 を抱 える。ファラベラによれば，社 として中 国 における状 況 を

注 視 しており，現 時 点 までに従 業 員 及 びその家 族 にコロナウイルスの感 染 者 はおらず，ま

た全 員 より感 染 の危 険 が高 い地 域 とは離 れた地 域 に居 住 しているとする。ファラベラ含 め

中 国 で働 くリテール関 連 のチリ企 業 従 業 員 はオフィスを閉 鎖 し，各 自 の家 で仕 事 を行 って

いるとする。 

３ 日 ，本 件 に 関 してウ ォーケ ル農 業 大 臣 が会 見 を 開 き ，チ リ・中 国 間 の貿 易 安 定 のた

め引 き 続 き 協 力 を 行 う旨 述 べた 。会 見 を 行 った 段 階 にお い てコロナ ウイ ルスに よるチリへ

の影 響 は大 きなものではなかったが，会 見 後 すぐ，中 国 向 け のさくらんぼの輸 出 用 コ ンテ

ナが港 に留 め置 かれる状 態 となってい ることが判 明 し，続 いて様 々なチリへの影 響 につい

ての詳 細 が出 始 めた 。チリ への影 響 が 深 刻 なものとなり 始 めた ことで，外 務 省 国 際 経 済

関 係 次 官 官 房 主 催 の下 コロナウイルスの影 響 に 関 する官 民 合 同 会 議 が開 催 され，チリ

への影 響 等 について議 論 が行 われることとなった。 

現 時 点 に お い てコロナウイ ルスの影 響 が 最 も大 き いのが輸 出 業 界 であ る。中 国 は チリ

にとって最 大 の輸 出 相 手 国 であり，その輸 出 額 は２０１９年 に２２２．６億 米 ドルにのぼった。

代 表 的 な輸 出 品 目 は鉱 石 ，農 産 品 ，水 産 物 である。現 在 ，コロナウイルスの影 響 でさくら

んぼ８００万 ケースが中 国 市 場 で販 売 できない状 態 が続 いており，またサーモン輸 出 もここ

２週 間 は停 止 している。レストランといった中 国 での顧 客 の活 動 が停 止 していることで中 国

の顧 客 から供 給 側 に対 してそれら製 品 の送 付 を停 止 するように依 頼 がなされている。また

ワイン業 界 も影 響 を 受 けており，中 国 市 場 への輸 出 の３ 分 の１を１月 の春 節 向 けの輸 出

が占 めてい るに もかかわらず，１ 月 のワ イ ン輸 出 は 大 き く 落 ち 込 んでい る。中 国 の 春 節 で

の需 要 が大 幅 に落 ち込 んでいることでワインの在 庫 も大 きく増 加 している，とチリワイン業

界 関 係 者 は述 べる。 

チリにお け る物 流 ・ロジステ ィッ ク業 界 も状 況 を 注 視 してい る。同 業 界 関 係 者 が述 べる

ところによれば現 段 階 でウイルスが物 の運 搬 によって拡 大 するかどうか不 明 である以 上 ，

特 段 の 措 置 は 取 られ てい ない が，も しそ う い った 感 染 経 路 が 確 認 された 場 合 は， 必 要 な

管 理 措 置 を講 じる予 定 としている。チリへの物 の輸 送 ・運 搬 の２５～４０％を中 国 からの物

品 が占 めており，同 関 係 者 が述 べるところによれば今 後 その運 搬 に遅 延 が生 じる発 生 は
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高 いとする。 

これら中 国 市 場 の需 要 減 少 と銅 価 格 の見 通 しを 踏 まえ，エコノミスト はコロナ ウイ ルス

がチリのＧＤＰ成 長 率 に影 響 を与 えうるとし，また銅 価 格 への影 響 が発 生 することでチリペ

ソ安 が進 行 する可 能 性 があると述 べる。加 えて中 国 からの輸 入 の側 面 では，現 在 チ リで

売 られる 自 動 車 の１ ６ ％が中 国 製 であ り ， 中 国 製 自 動 車 の輸 入 に 遅 れが 生 じ る 可 能 性

があ るとする 。中 国 春 節 の前 に 中 国 を 出 発 した 自 動 車 は問 題 な くチリ 市 場 で販 売 され ，

在 庫 は２ ヶ 月 半 か ら３ ヶ 月 程 度 持 つ 見 込 み のた め， 現 在 の 中 国 の状 況 がチ リ の 自 動 車

市 場 に影 響 を及 ぼし始 める可 能 性 があるのは３ヶ月 後 以 降 とされる。 

 

（８） コロナウイルスによる果 実 輸 出 の損 害 ：報 道  
 チリ果 実 輸 出 協 会 （ASOEX）は，コロナウイルスによる物 流 への影 響 で，チリからの果 実

輸 出 に１００百 万 米 ドル弱 の損 失 が発 生 すると想 定 されると述 べた。また，中 国 で旧 正 月

前 に到 着 したものは，想 定 よりも低 い価 格 で販 売 されたと証 言 した。 

 チリ果 実 生 産 組 合 は，中 国 では，１月 の新 年 休 暇 後 の２営 業 日 において，サクランボが

１，５００コンテナ近 い在 庫 のうち，２４９コンテナしか売 れなかったとの情 報 を出 した。ボウン

組 合 長 は ， 今 後 ２ 週 間 は 危 機 的 状 況 で あ り ， 損 害 は 甚 大 と な る 可 能 性 が あ る ， と 述 べ

た。 

 そ して，チ リ 果 実 生 産 組 合 に よれば，中 国 の主 要 港 に お い て物 流 上 の問 題 を 生 じ させ

てい るもう一 つ の要 因 は，肉 類 のコンテナ が滞 留 してい ることであ る。港 湾 にお け るコンテ

ナへの電 源 供 給 コンセントを肉 類 のコンテナが独 占 しており，果 実 のコンテナを冷 却 できな

いことから，果 実 の運 搬 船 は他 のターミナル港 に向 けて移 動 しているところであり，中 国 向

けのこの種 のサクランボについては，長 期 間 の貯 蔵 に耐 えられない恐 れがある。 

 レカ ロス・チ リ 食 肉 組 合 （Ch i l emea t ）長 は，食 肉 がアジ ア 市 場 に おい て供 給 過 剰 となっ

ており，価 格 にも打 撃 が生 じていると認 めた。 

 両 組 合 長 は，１２ 日 にチリ外 務 省 が開 催 した，中 国 向 けの輸 出 状 況 を 分 析 するた めの

第 ２回 官 民 会 合 に出 席 した。その会 合 においてジャニェス外 務 省 国 際 経 済 関 係 次 官 は，

中 国 内 の複 数 の主 要 市 場 において，月 曜 日 （２月 １０日 ）から徐 々に回 復 が見 られるてい

ると述 べた。 

 

（９） 最 低 賃 金 引 上 げ：報 道  
2018 年 に お け る 交 渉 に より ，本 年 ３ 月 １ 日 から新 しい 最 低 賃 金 が適 用 され る。そ の 額

は319 ,000ペソとなる。増 加 率 は６％（当 館 計 算 ，2019年 ３月 は301 ,000ペソ）となるが，調

整 後 賃 金 上 昇 率 が2.5％，物 価 上 昇 分 が3.5％の内 訳 となっている。 

 この最 低 賃 金 引 上 げの議 論 はまだ 経 済 見 通 しが楽 観 的 であった2018年 ９月 に 行 われ

た。この時 点 では，経 済 成 長 率 が2019年 が3.8％，2020年 が3.3％となるとの見 通 しであっ

たが，現 時 点 では2020年 は1～1.3％の見 通 しとなっている。 

 関 連 法 で は ， 2020 年 ３ 月 １ 日 以 降 の 賃 金 は ， 2020 年 ２ 月 29 日 時 点 の 最 低 賃 金

（301 ,000ペソ）から経 済 成 長 率 に基 づいて調 整 され，成 長 率 見 通 しが４％以 下 の場 合 は

2.5％の増 加 に調 整 されると規 定 されている。成 長 率 見 通 しが４％を超 える場 合 は2.5％の

増 加 に加 え，４％を超 えた分 がさらに上 乗 せされる。これは９月 １日 まで有 効 となっており，

それまでには，政 府 と中 央 労 働 組 合 が交 渉 を行 うとみられる。国 の状 況 次 第 で議 論 が前

倒 しされる可 能 性 もある。今 年 の成 長 率 見 通 しは１％台 であることから，調 整 後 増 加 率 は

０～2.5％となるだろう。 

 ロスアンデス大 学 のセシリア・シフエンテス氏 は，この上 昇 は緩 やかな増 加 であり，インフ

レに 基 づい たものとなっており ，そ れ以 上 の 増 加 は 必 要 ない ，と 述 べ，他 方 で，再 調 整 に

関 し，第 三 者 負 担 など政 治 的 議 論 に陥 らないよう，当 該 調 整 式 を考 慮 すべきと論 じた。 
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（１０） 当 国 からの花 き輸 出 関 連 ：報 道  
 ２０１９年 のチリからの花 き輸 出 は，対 前 年 比 １１．５％増 の７．７百 万 米 ドルに達 した。 

 主 要 なチリ 産 花 き の輸 出 先 はア メリカ （８ ５ ．６％）とオ ランダ （１ ４ ％）である。主 に ペオ ニ

ア（シャクヤク）を輸 出 している。チューリップ，カラー及 び白 ユリも輸 出 しているが数 量 は少

ない。 

 チリの主 要 花 き輸 出 業 者 であるCh i l e f r esh  F lowers社 （オランダ系 企 業 ）は，昨 年 同 社

による輸 出 が４０％増 加 したと集 計 した。特 に同 社 の事 務 所 を開 設 したオランダへの輸 出

が３２％増 加 した。 

 

（１１） プロクリカ鉱 業 大 臣 インタビュー：報 道  
「プ」大 臣 は， 昨 日 行 われた ＣＮ Ｎ のイ ンタビュ ーにお い て，ゲー ム のルールに 影 響 を 与

えうるような憲 法 レベ ルでの（政 策 ）変 更 は，投 資 にも影 響 を 与 えうるテ ーマであ ると述 べ

た。 

その上 で「プ」大 臣 は，現 状 ，一 連 の新 憲 法 制 定 議 論 において上 記 ルール変 更 と言 え

る ような 事 態 は 鉱 業 分 野 では 発 生 して は い ない と しつ つ ，チ リ のよ うに （ 鉱 業 国 と し ての）

世 界 でのイメージがあり，かつ実 際 に鉱 業 の収 益 が国 にとって極 めて重 要 となっている国

において，国 民 の経 済 的 条 件 の改 善 や最 低 賃 金 ・年 金 引 上 げといった 公 約 を 実 現 する

上 で，（仮 にも）鉱 業 におけるゲームのルール（政 策 ）に 重 大 な変 更 をもたらすようなことを

することは，自 分 の足 に銃 弾 を撃 ち込 むようなものである，と述 べた。 

「プ」大 臣 は仮 に上 記 のような事 態 が発 生 した場 合 の影 響 について警 告 をし，（上 記 政

策 変 更 によってもたらされるであろう）投 資 減 少 と長 期 的 な投 資 環 境 の不 安 定 化 は，チリ

に大 き な損 害 を もたらすものであり ，今 後 もチリは（国 家 として）投 資 誘 致 ，そ してよりよい

ビジネス環 境 の創 造 ・維 持 の維 持 に努 める必 要 がある，と述 べた。 

 

（１２） カ チ ャ オ 橋 梁 建 設 プ ロ ジ ェ クト に 関 す る 韓 国 企 業 と チ リ 政 府 と の 紛 争 に 合 意 の 見

込 み：報 道  
 ３ヶ月 間 にわたる公 共 事 業 省 と現 代 建 設 との論 争 について，昨 １７日 ，合 意 に達 する見

込 みであ ることが明 ら かに なった 。現 代 建 設 に よると，先 週 のピニ ェラ大 統 領 のプエル ト・

モン市 訪 問 により合 意 形 成 に向 けた進 展 があり，カチャオ橋 梁 建 設 を続 行 することにつき

合 意 がなされたとのことである。 

 現 代 建 設 は， 本 合 意 案 は 行 政 監 察 総 局 （ Conta lo r i a ）の 承 認 を 要 す るた め 正 式 合 意

ではないとしつつ，本 合 意 案 は当 社 に対 し多 くの権 利 の放 棄 を求 め，かつ，本 プロジェクト

とチリとの約 束 により今 日 まで苦 しめられてきた数 々の損 失 を軽 減 するものであると主 張 し

た 。また ，本 合 意 案 は ，２ 月 末 までに モ レノ 公 共 事 業 大 臣 の 休 暇 復 帰 を 待 って 正 式 なも

のとなると述 べた。 

現 代 建 設 は，予 算 オ ーバーとなった 費 用 の 回 収 額 を 明 らかに してい ない 。しかし，３ 億

米 ドルを超 えるその費 用 の放 棄 は，７億 米 ドルの総 投 資 額 の半 額 近 くを占 めることとなる。

公 共 事 業 省 もまた詳 細 を明 らかにしないが，建 設 会 社 に支 払 う金 額 は，厳 正 に必 要 ，か

つ，カチャオ橋 梁 の対 価 として公 正 な額 になるであろう，と繰 り返 し述 べた。 

 建 設 スケジ ュ ールは，紛 争 中 工 事 の進 捗 が遅 れた ものの，工 事 が停 止 してい た わけで

はないため，概 ね現 行 の想 定 である２０２４年 末 から２０２５年 初 頭 に完 工 すると見 込 まれ

ている。 

 

（１３） 中 央 銀 行 副 総 裁 談 話 ：報 道  
ビアル副 総 裁 は，スペ インにて，チリ経 済 の現 状 と展 望 というタイ トルで講 演 を 行 った。

2018年 下 半 期 の景 気 については，客 年 10月 18日 以 降 の抗 議 活 動 を端 とする経 済 危 機

が，2018年 上 半 期 か ら緩 やかに 回 復 しつ つあ るタイ ミング で発 生 した た め低 迷 した ，この
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危 機 に 対 す る対 応 策 は，民 政 復 帰 以 降 のチリ の政 府 機 関 に 対 する 政 治 的 ， 経 済 的 実

験 でもある，と説 明 した。加 えて，暴 力 行 為 により国 民 及 び企 業 のチリに対 する信 頼 感 が

大 きく下 落 したことも付 け加 えた。 

 中 央 銀 行 は危 機 の間 進 行 したペソ安 に対 して，25 . 5億 米 ドルのスポット市 場 でのドル売

り，4500米 ドル（ママ）の先 物 取 引 を行 った。為 替 市 場 について「ビ」副 総 裁 は，金 融 市 場

及 び為 替 市 場 における流 動 性 の問 題 は為 替 介 入 によって解 決 された。直 近 のボラティリ

ティは世 界 経 済 の不 透 明 性 によるもので，介 入 は必 要 ではない，としつつ，輸 出 が経 済 の

回 復 を支 える中 ，コロナウイルスの流 行 は非 常 に悪 いタイミングで起 きた，と説 明 した。 

 これまで中 央 銀 行 は，客 年 10月 23日 に政 策 金 利 を1.75％に引 下 げ，11月 13日 及 び23

日 に流 動 性 確 保 策 ，12月 ４日 に金 融 政 策 レポートでの見 通 しの発 表 を行 ってきた。 

 「ビ」副 総 裁 は，財 政 政 策 により 内 需 が下 支 えされているため，インフレが続 く間 は行 わ

れるだろ うと述 べ（ママ），イ ンフレ見 通 しに つい て，ペ ソ減 価 に より 第 ２ 四 半 期 から第 ３ 四

半 期 にかけ，４％近 くまで，インフレが小 さければ年 半 ばに3.5％まで上 昇 するだろうと説 明

した。さらに，2020年 は経 済 が大 きく減 速 すると述 べた。 

 

（１４） コロナウイルス等 の影 響 によるペソ安 の進 行 ：報 道  
 20日 ，為 替 レートは１ドル807ペソ台 で終 了 した。800ペソ台 への下 落 は３週 間 ぶりである。

しかし，客 年 11月 に （史 上 最 安 値 の）828ペソに 達 した 際 は，国 内 情 勢 不 安 に よるもので

あ った が ， 今 回 は 特 殊 要 因 で はな く ， 一 般 的 な 世 界 経 済 の 傾 向 に よ る ペ ソ 安 と な ってい

る。 

 他 の新 興 国 通 貨 をみると，ドルに対 し，メキシコペソが1.34％，チリペソが0.97％減 価 とな

るなどほ とん どの国 で 通 貨 安 が 起 き てい る 。また ，通 常 米 国 ドル とともに 危 機 下 に お け る

待 避 通 貨 とされる日 本 円 も同 様 に 円 安 が進 んでおり ，さらにコロナウイルスの影 響 から１

ド ル 120 円 に ま で 達 す る の で は ， と 見 ら れ て い る 。 日 本 は ， 先 週 GDP 成 長 率 が ▲ 6.3 ％

（2019年 第 4四 半 期 ，季 節 調 整 値 前 期 比 年 率 ）となり，2014年 以 来 の悪 化 となった旨 公

表 した。さらに景 気 の先 行 きは弱 くなっており，それはコロナウイルスの影 響 もあるとみられ，

2020 年 第 1 四 半 期 の 見 通 しは 0.25％ （ 当 館 注 ： 年 率 かど うかも 含 め 根 拠 不 明 。） と 景 気

後 退 懸 念 が示 されている。現 在 ，日 本 はコロナウイルスのりかんケースが（中 国 に続 き）世

界 で２番 目 に多 く，計 728ケーでそのうち３名 の死 亡 が確 認 されている。 

 さらなる懸 念 は既 に75 ,000人 以 上 が感 染 している中 国 の経 済 見 通 しであり，現 在 成 長

率 見 通 しの平 均 値 は5.8％とコロナウイルス発 生 前 と比 べ大 きく下 方 修 正 はされてはいな

いが，一 部 の金 融 機 関 ，JPモルガ ンやHSBCなどは，5 .3～5.4％とかなり 悲 観 的 にみてい

る。 

 チリ国 内 において約 70％の財 ・サービスが米 ドルの上 昇 に影 響 を受 けるため，物 価 上 昇

の懸 念 もある。物 価 への反 映 はある程 度 タイムラグを持 って発 生 するとみられるが，主 に３

月 に イ ンフレ圧 力 が 発 生 する とみられてお り ，エコノミスト は，２ 月 は前 月 比 0.2％，３ 月 は

同 0.4～0.5％の物 価 上 昇 を予 測 する 

一 方 ，（物 価 上 昇 の）リスクシナリオとして800ペソの為 替 水 準 が恒 久 的 となることが挙

げられる。このリスクに 関 して，客 年 11月 末 に発 表 され，１ 月 10日 以 降 停 止 されてい る中

銀 による為 替 介 入 の再 開 が議 論 の対 象 となっている。この点 に関 し，エコノミストは，為 替

介 入 は行 う正 当 な理 由 がない，なぜならこのペソ安 は世 界 的 トレンドであるためだ，と述 べ，

別 の者 は，中 銀 の為 替 介 入 の要 否 ポイントが名 目 レートではなくボラティリティに注 目 して

い る点 に 留 意 する 必 要 があ るとともに ，内 外 投 資 家 の為 替 ポ ジ ショ ンに 注 目 する必 要 が

ある，と述 べた。 

 

（１５） ケブラダ・ブランカ銅 鉱 山 第 ２フェーズの進 捗 遅 れの可 能 性 ：報 道  
 昨 ２ ０ 日 ，Ｔ 社 はＱＢ Ⅱの進 捗 に つ い て，当 初 本 年 第 １ 四 半 期 中 に は詳 細 設 計 が了 す

る予 定 であった が，社 会 情 勢 不 安 に より，鉱 山 の要 員 （７５ ００ 名 ）の通 勤 等 に 支 障 が起
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きかねず，操 業 に影 響 を与 えかねないため，新 たに計 算 し直 さなければならない旨 公 表 し

た。 

 現 在 ，工 事 は土 砂 の除 去 や施 設 の建 設 が始 まっており，Ｔ社 は２０２１年 第 ４四 半 期 の

操 業 開 始 を 目 指 してい るが，社 会 情 勢 不 安 に 伴 うコスト 増 を 懸 念 しており ，後 続 の第 三

フェーズのプレＦＳもコスト削 減 の観 点 から作 業 が遅 れていると説 明 する。 

 その他 ，同 鉱 山 の同 地 域 で検 討 してい る新 プロジェクト（Ｎ ｕｅ ｖａＵｎ ｉｏｎ）については，Ｆ

Ｓが本 年 第 １ 四 半 期 中 に 終 了 する予 定 で あるが，２ ０ ２０ 年 中 に 現 下 の市 況 等 を 考 慮 し

最 適 化 を進 める旨 言 及 があった。 

 

（１６） コロナウイルス感 染 による航 空 会 社 への影 響 ：報 道  
 ブラジ ルで初 のコロ ナウ イ ルス感 染 者 が発 生 した ことを 受 け ， チリ の航 空 会 社 は新 たな

対 策 を 講 じてい る。 ラ タム 航 空 では 中 国 へ 入 国 も し くは 中 国 で 乗 り 継 ぎ した 乗 客 のう ち１

月 27日 から３月 31日 までの往 復 航 空 券 を所 有 する乗 客 には特 例 として目 的 地 の変 更 や

返 金 に 応 じると する。 スカ イ 航 空 は 今 週 政 府 関 係 者 と会 合 を 行 い ，感 染 予 防 手 続 の 確

立 を行 った。ジェットスマート航 空 では状 況 を注 視 し続 けるとし，乗 客 への注 意 喚 起 のため

必 要 な措 置 を講 ずるとしている。 

 パウラ・ダサ公 共 保 健 次 官 は航 空 会 社 の代 表 と会 合 を行 い，乗 客 に対 して行 われる一

連 の措 置 （往 電 第 ３４１号 参 照 ）への協 力 を要 請 した。一 方 で，感 染 拡 大 が確 認 されてい

る国 からの飛 行 機 のキャンセルを要 請 することはない，と述 べた。 

 

（１７） カナダ企 業 によるチリにおけるコバルト探 鉱 ：報 道  
 カナダ企 業 （Capstone  M in i ng社 ）は，アタカマ州 ディエゴ・デ・アルマグロ近 傍 で銅 ，鉄 鉱

石 ，金 を 採 掘 するサント ドミンゴ鉱 山 プロ ジェクト の後 継 フェーズとして，コバルトの採 掘 を

検 討 している。 

 技 術 的 評 価 を 踏 まえ，C社 は，韓 国 企 業 （Korea  Resouces）の参 画 （３０ ％出 資 ）を受

けつつ，低 コストでコバルトの採 掘 を開 始 することを決 定 した旨 明 らかにした。本 プロジェク

トには第 １フェーズで１５億 米 ドルの投 資 が見 込 まれる。 

 C社 のCEOは，同 鉱 山 を通 じて年 間 ４，７ ００トンのコバルトの精 製 が見 込 まれ，バッテ リ

ーグレードのコバルトを精 製 する世 界 の四 大 コバルト企 業 の一 つである当 社 により，チリに

おいて，世 界 に比 肩 する低 コストでコバルトを生 産 することになるであろう，と述 べた。 

 C社 は同 鉱 山 でのコバルト 採 鉱 を２ 年 後 に 目 指 しているが，同 時 に既 存 の鉱 物 の採 鉱

の強 化 も否 定 していない。同 社 はコバルトの探 鉱 に先 立 ち戦 略 的 パートナーの獲 得 が重

要 であ るとしてい る。また，同 鉱 山 の資 金 計 画 にコバルト 探 鉱 分 は含 まれておらず，昨 年

の操 業 コスト （資 金 調 達 ，電 力 ，用 水 ）の今 後 の見 積 もりが鍵 である，と述 べる。また ，コ

バルトの採 掘 は，銅 の採 掘 や副 産 物 （塩 酸 ）等 と比 較 し７８％相 当 の利 益 が得 られると見

込 まれている。 

 コバルト の 国 際 市 場 は，２ ０ １ ９ 年 に は ポ ンド 当 た り １ ６ ．５ １ 米 ドル と，２ ０ １ ８ 年 の 同 ３ ７

米 ドルから 下 落 して い る。しか し，ア ナ リ スト は電 気 自 動 車 の 普 及 に より 需 要 は２ ０ ２ ５ 年

から２０３０年 にかけて２倍 以 上 に拡 大 することが予 想 されているが，供 給 は限 られた国 か

らしかなく，需 要 に追 いつかないと分 析 している。 

 チリはコバルト産 出 国 として大 きなポテンシャルを有 しているものの，採 鉱 計 画 は同 鉱 山

のほかモ レノ鉱 山 プロジェクト ぐらい しかない 。何 故 なら，チ リの鉱 業 は過 度 に 銅 に 傾 斜 し

ており，かつ，コバルトの需 要 が現 在 年 間 １３万 トン程 度 しかないからである。 

 

（１８） ３月 に審 議 される経 済 政 策 等 ：報 道  
３月 はピニェラ政 権 に とって，政 治 的 課 題 だけでなく，経 済 的 課 題 に関 しても複 雑 かつ

困 難 な時 期 となる。政 府 の目 標 の一 つは国 会 休 会 明 けの３月 ，10月 18日 以 降 の社 会 情

勢 不 安 の中 打 ち出 された各 種 経 済 政 策 の審 議 を加 速 させ，実 行 に移 すことである。 
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フ ェ リ ペ ・ ウ ァ ー ド 大 統 領 府 長 官 は ， ３ 月 は 市 民 の ニ ー ズ に 沿 っ た 社 会 ア ジ ェ ン ダ

（Agenda  Soc ia l ）を前 進 させるための絶 好 の機 会 であり，議 会 に対 し，これら法 案 承 認 等

の具 体 的 な対 応 を通 じてチリ国 民 にとっての優 先 課 題 をスピード感 を持 って解 決 していく

ことである，と述 べた。 

他 方 ペンディングとなっている経 済 政 策 は複 数 存 在 する。反 カ ルテル及 び消 費 者 保 護

関 連 の法 案 の３月 までの提 出 はパラシオス経 済 ・振 興 ・観 光 大 臣 が１２月 に同 大 臣 の職

についた 際 に 公 約 として約 束 してい る。なお 右 法 案 は，①共 謀 への罰 則 強 化 ，②匿 名 の

通 報 者 保 護 ，③国 家 経 済 検 察 庁 （FNE）の強 化 の３点 で構 成 される。このほか，同 省 にと

っては国 家 統 計 院 （INE）の構 造 改 革 なども保 留 事 項 の一 つである。 

労 働 ・社 会 保 障 省 ではまず年 金 制 度 の構 造 改 革 を法 案 化 する作 業 が残 っており，上

院 で今 後 議 論 される見 込 みとなっている。また労 働 分 野 においては，共 産 党 によって提 案

され現 在 上 院 にて審 議 が行 われている週 の労 働 時 間 を40時 間 に短 縮 するプロジェクトに

対 して立 場 を明 確 にしなければならない。このほか，すべての女 性 が託 児 所 を利 用 可 能 と

するた めのロードマッ プの改 正 ，失 業 保 険 強 化 や雇 用 保 護 ，労 働 局 やSENSEの近 代 化

等 も同 省 にとってのペンディング法 案 となっている。 

社 会 保 障 分 野 では，財 務 省 及 び経 済 省 関 連 の法 案 として，ローンの借 り 換 え促 進 や

ローン情 報 統 合 等 を促 進 する法 案 がペンティングとなっている。 

  

（１９） 新 型 コロナウイルスによる銅 鉱 業 関 連 イベントの中 止 ：報 道  
 CESCO は ， 参 加 者 の 安 全 確 保 を 最 優 先 す る 観 点 か ら ， 「 CESCO ウ ィ ー ク 」 及 び

「CESCOディナー」の両 イベントの中 止 を決 定 した。 

 先 週 ，同 イベントへの参 加 を予 定 していたいくつかのアジアの企 業 からは，ウイルスの流

行 に 伴 うフライ ト 減 や そ の他 の理 由 に より 同 イ ベ ント への参 加 を 取 り やめる動 き が出 てい

た。 

 同 イ ベ ント は 南 半 球 に お け る 最 大 の 鉱 業 関 連 イ ベ ント と され， 世 界 の 鉱 業 各 社 の CEO

が参 加 するもので，１９９７年 から開 催 している。昨 年 は３５カ国 ，１００社 超 から約 １，７００

名 がCESCOディナーに参 加 している。 

 


